
誰もが社会の
一員として暮らせる
社会づくり

Ⅴ．健康福祉を支える地域づくり・人づくり
～ともに支え合う社会をめざして～
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策
の
方
向
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・高齢者を対象とした地域包括ケアシステムの構築を着実に推進するとともに、
分野を問わない包括的な相談支援や総合的なサービスの提供について、国の
動向を踏まえ検討していきます。
・行政や地域住民、ボランティア、ＮＰＯ、企業など、地域の多様な主体が連携・協働
し、支え合う地域づくり（場づくり）を多層・多重ネットワークで構築する取組を
推進します。
・高齢者や障害のある人など災害時に配慮が必要な人への支援体制の整備を
推進します。

・人権意識の高揚、ノーマライゼーションの理念の普及に努めます。
・生活困窮者が抱える複合的な課題に包括的に対処するため、個々の状況に応じ
た支援に取り組みます。
・医療通訳の充実や日本語習得に向けた取組など、外国人や外国につながりをもつ
子どもへの支援を進めます。
・人にやさしい街づくりなど、誰もが安心して暮らせる環境づくりを推進します。

　高齢者や障害のある人など配慮が必要な方（要配慮者）を
支援するため、社会福祉士、介護福祉士、ホームヘルパーなど
の福祉専門職、社会福祉施設等の介護従事者等で一定の研修
を受けた者をチーム員として登録し、大規模災害発生時に、4～
6名程度でチームを編成し、避難所等で支援活動を行います。

課題2

課題1

ともに支え合う
地域づくり

愛知県災害派遣福祉チーム
（愛知DCAT）の活動

・地域づくりに関し地域住民への理解の促進を図るとともに、元気な高齢者の地域
活動への参加促進を図ります。
・支援を必要とする人を必要な支援につなぐ「支援のつなぎ役」として、地域で相談
支援活動を行う人材の育成を図ります。
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課題3
地域を支える
人材の育成

○ 健康福祉は人の一生を通じてかかわるものです。一人一人のライフステージに応じて、切れ目なく、また
　 必要に応じて複数の分野が連携して支援を行っていくことが大切です。
○ ライフステージを「乳幼児期」、「就学期」、「就労期（前期）」、「就労期（後期）」、「高齢期（前期）」、「高齢期
　 （後期）」の6つに区分し、それぞれの健康福祉とのかかわりについて示します。

ライフステージに応じた健康福祉のかかわり

○ ビジョンは包括的な視点で健康福祉分野全体の施策の方向性を示し、各個別計画と一体となって福祉、
　 保健、医療に関する様々な取組を推進します。
○ 個別計画ではビジョンで示された方向性を踏まえながら具体的な施策･取組を展開し、各個別計画で
　 定める目標により進行管理していきます。
○ ビジョンでは年次レポートを作成し、ビジョンに示されている施策の進行状況や新たな課題に対する
　 取組の方向性を明らかにしていきます。

ビジョンの推進

取組例
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◆ライフステージと健康福祉

乳幼児期 就学期
就労期 高齢期

前期 後期 前期 後期

障害のある子どもへの医療・療育支援 障害のある人の地域生活を支える体制の整備

子ども・子育て支援新制度
障害福祉サービス
医療保険制度

公的扶助（生活保護制度）

子どもの貧困の解消、児童虐待の防止、
適切な養育の実施

社会人としてふさわしい
能力を身につける

放課後を安全・安心に過ごす

子どもの健やかな成長

出産・子育てと社会生活の両立

介護や病気の治療と
社会の担い手との両立

健康的な生活習慣と定期的な健診による
生活習慣病の予防

地域活動への参加など
生きがいを持って暮らす

必要なサービスを受けて
地域で安心して暮らす

人生の最後の時期を
自分らしく過ごす

生きる力や健康的な生活習慣の獲得

特別支援教育の充実

経済的に自立した生活

希望する人が結婚や子どもを持つ
ことができる地域における子育て支援の充実

地域での助け合い・支え合い

介護保険制度
年金制度

障害のある人への就労支援
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